
'暑船 耐 震補強工事 (7月～1月)
先日、お知らせしましたが1号館の耐震補強工事が始まりました。当初は、6

月中旬から9月末頃までの計画と聞いていましたが、諸般の事情で、来年の1月

までの工事となりました。何かとご不便をおかけいたしますが、ご理解 ・ご協力
をよろしくお願いいたします。

ご案内しましたとおり、詳しい工事日程や工事内容についての保護者説明会を

市教委同席のもと7月 31日 (金)午 後4時 より開催いたしますので、ぜひど参

加ください (於:視聴覚室)と
・南門は、工事関係者専用門となります。 1号 館とその周辺も立入禁止です。
・8月 214日より生徒の登下校は北門を使用します。
・夏休み中は、正門の左側の門からの登下校となります。工事期間中、保護者
の方がこの門からの出入りすることは可能です (大きい方の問は工事車両が

出入りしますので、安全にご注意ください)。
・休日や放課後の生徒用トイレは、北側2階 となります (2号館東北入田が開
いています)。

教育案習の発生有渉と,
5月 25日 (月)か ら6月 12日 (金)ま で、8名の教育笑習生を受け入れま

した。生徒の皆さんへのお手紙をいただいていますので、紹介します。

【社会科 柴 崎 大 志 先 生】3週間の教育実習を何事もなく終了できたことに

とても嬉しく思います。立花中学校の先生方はとても優しくて、私も楽しく笑習
に取り組むことができました。生徒の皆さんもとてもいい生徒ばかりで、話して
いてとても楽しかったです。この実習を通して、「教師になりたい」という気持が

高まりました。どうもありがとうございました。

【数学科 山 本 綾  先 生】立花中学校の皆さんと過ごした3週間は、私にとっ

て貴重な3週間となりました。皆さんの何気ない会議や皆さんの学ぱうとする姿

から多くのことを教えてもらったように恩います。8週間本当にありがとうござ
いました。

【数学科 大 木 達 史 先 生】まさか母校である立花中学校、再びこのように教

育実習生としてお世話になるとは思ってもいませんでした。学生時代は、仲間と

団結することで数多くの友情を育み、そして今回、生徒 ・先生方から数多くの知

識と希望を得ることができました。本当にありがとうございました。



【英語科 麗 崎 公 美先生】生徒の皆さんからは元気を、先生方からはたくさ
んのアドバイスをいただきました。母校である立花中学校で教育実習を終える
ことができたこと、走るのは遅かったですが皆さんと一緒に体育大会に参加で
きたことをとても誇りに思います。3週間ありがとうございました。
【音楽科 舘  緩 子先生】とっても、とっても楽しい実習でした。2年生の皆

さん
“
ピーマン

"“
ドリアンイと廊下ですれ違うたびに言つてくれて嬉しかった

です♪1年生の皆さん。体育大会を一緒に観戦できて楽しかったです 13年 生
の皆さん。本当に楽しくて幸せでした。いっぱい泣いて目の腫れた私につき
合ってくれてありがとう!この3週間は私の宝物です。本当にありがとうござ
いました。

【音楽科 尾 崎 仁 業先生】3週間という短い期間でしたがt本 当にありがと
うございました。皆さんからたくさんの元気をもらったので、先生になるため
の勉強を今まで以上に頑張れそうです。また立花中学校に遊びに行きたいと
思っていますので、見かけたときにはぜひ声をかけてください。     ~

【家庭科 土 居恵理番先生】3週間皆さんと一緒に学校生活を楽しく過どすこ
とができました。皆さんは、これからたくさんの人と出会うと思います。何か
をするときは相手のことを少しだけ考えてみてください。そうすれば、きっと

'

素敵な仲間ができます。楽しい思い出なたくさんつくってくださいね。ありが
とうどざいました。

【養議 吉 田 美 帆先生】立中生の皆さんは、元気いっぱいで病気やケガで来
室する人が少なく、保健室に来ても 「頑張れる」と言つて授業へ戻る人が多
かったのでとても感心しています。体も心も健康で学校生活を楽しんでくださ
い ヤa。

いぐけ  ど い

体験八掌 器口 末 くれ (2年 3組 )
7月 8日から1学期いっぱいですが、ドィッから一時帰国で2年生に体験入学

をしている井田大くんの作文を紹介します。
僕の住んでいるドイツと日本の学校の大きな違いは、ドイツでは小学校は4年

生で卒業することです。つまり、5年生でもう将来のコースを決めなければなり
ません。それから行く学校は、中学校と高校が一つになっている8年間も通う学
校です。(中略)日本との違いは他にもたくさんあります。例えばドイツでは朝が
とても早いです。僕の学校では、7時 40分 に授業が始まります。冬は9時を過
ぎないと明るくならないので、真っ暗な中を学校に通つています。また、 ドイツ
の学校の方がきびしいです。特に宿題は多いし、忘れたらおこられて、3回忘れ
たら家に手紙が来ます。それにあまり成績が悪かったら、落第したり退学になっ
たりします。先生達も日本の先生のように面倒を見てくれません。(中略)日本の
学校で僕が一番いいと思うことは、食事も掃除も何でも先生と生徒も皆一緒にす
ることです。何でも一緒にすると仲がすごく良くなるし、とても楽しい。短い間
でしたが、僕はここで一緒に勉強ができて、とてもよかったです。

(編集責任者 :教頭 福 井 隆 夫)


